
 21 天武と火徳

天
武
と
火
徳

池　

田　

昌　

広

﹇
要
旨
﹈　

壬
申
の
乱
に
お
い
て
、
天
武
軍
は
赤
を
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
に
戦
っ
た
。
通
説
に
よ
れ
ば
、
天
武
が
漢
の
高
祖
（
劉
邦
）
に

自
擬
し
火
徳
を
自
認
し
た
ゆ
え
と
い
う
。
後
漢
初
に
五
行
相
生
説
に
も
と
づ
き
漢
が
火
徳
で
あ
る
と
確
定
し
た
。
火
徳
の
色
は
赤
だ

か
ら
、
天
武
は
こ
れ
を
ふ
ま
え
た
の
だ
。
問
題
は
そ
の
意
図
で
あ
る
。
な
ぜ
劉
邦
に
自
擬
し
火
徳
を
自
認
し
た
の
か
。
通
解
に
よ
れ

ば
、
天
武
が
近
江
朝
を
金
徳
の
秦
に
見
立
て
、
五
行
相
勝
説
に
よ
っ
て
自
軍
の
勝
利
の
必
然
を
演
出
し
た
と
い
う
。
し
か
し
漢
火
徳

説
は
相
生
説
に
よ
る
立
論
で
あ
り
、
天
武
が
相
勝
説
に
よ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
天
智
の
周
公
へ
の
自
擬
か
ら
、

天
武
が
近
江
朝
を
周
と
同
様
の
木
徳
と
み
な
し
た
ゆ
え
と
考
え
ら
れ
る
。
相
生
説
の
五
徳
の
次
序
は
木
火
土
金
水
で
あ
り
、
漢
火
徳

説
は
秦
を
閏
位
と
し
て
正
統
の
列
か
ら
除
く
の
で
、
漢
火
は
周
木
を
継
ぐ
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
近
江
朝
か
ら
天
武
朝
へ
の
移

行
は
、
こ
の
周
か
ら
漢
へ
の
相
生
的
な
継
承
に
擬
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
天
武
の
意
図
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
漢

火
徳
説
は
、
劉
邦
の
祖
を
堯
と
み
と
め
、
漢
を
火
徳
の
堯
を
継
ぐ
も
の
と
位
置
づ
け
る
。
天
武
が
火
徳
を
意
識
し
た
と
す
れ
ば
、
劉

邦
だ
け
で
な
く
堯
も
視
野
に
入
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。キ

ー
ワ
ー
ド
：
天
武
、
壬
申
の
乱
、
火
徳
、
五
行
相
勝
説
、
五
行
相
生
説
。
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一　

問
題
の
所
在

天
武
が
赤
を
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
に
壬
申
の
乱
を
戦
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
天
武
軍
は
近
江
軍
と
の
識
別
の
た
め
赤
色

の
目
印
を
つ
け
た
と
い
う
。『
日
本
書
紀
』（
以
下
、『
書
紀
』）
の
天
武
元
年
七
月
辛
卯
条
の
記
事
の
ほ
か
、『
古
事
記
』
序
に
見

え
る
「
絳
旗
」
の
文
字
、
高
市
皇
子
殯
宮
挽
歌
（『
萬
葉
集
』
巻
二
、
一
九
九
）
で
柿
本
人
麻
呂
が
詠
ん
だ
、
赤
い
野
火
の
ご
と

く
輝
く
旗
の
描
写
な
ど
が
、
そ
の
徴
証
で
あ
る
。
通
説
に
よ
れ
ば
、
赤
色
の
尊
重
は
天
武
が
自
身
を
漢
の
高
祖
（
劉
邦
）
に
擬

し
た
ゆ
え
と
い
う
。
五
行
説
は
五
徳
そ
れ
ぞ
れ
に
五
色
を
配
し
、
火
徳
に
は
赤
を
配
当
し
た
。
漢
王
朝
は
火
徳
と
さ
れ
た
の
で
、

天
武
は
赤
を
重
視
す
る
こ
と
で
、
自
身
を
劉
邦
に
比
擬
す
る
と
と
も
に
、
自
家
を
漢
に
な
ぞ
ら
え
た
と
す
る
。
決
定
的
な
証
拠

は
な
い
も
の
の
、
通
説
は
合
理
的
推
論
と
い
っ
て
よ
い
。

つ
い
で
問
題
と
す
べ
き
は
天
武
の
意
図
で
あ
る
。
な
ぜ
劉
邦
に
自
擬
し
た
の
か
。
な
ぜ
火
徳
を
自
認
し
た
の
か
。
壬
申
の
乱

に
関
す
る
先
行
研
究
は
膨
大
で
あ
り
、
劉
邦
へ
の
比
擬
に
言
及
す
る
論
著
も
少
な
く
な
い
の
だ
が
、
比
擬
の
意
図
を
問
う
た
研

究
は
じ
つ
は
あ
ま
り
な
い
。
稀
少
な
先
学
の
発
言
を
閲
す
る
に
、
お
お
む
ね
以
下
の
よ
う
な
推
定
に
落
ち
つ
い
て
い
る
よ
う
だ
。

坂
本
太
郎
は
、
天
武
が
天
智
を
秦
始
皇
帝
に
、
大
友
皇
子
を
二
世
皇
帝
に
擬
し
、
そ
し
て
自
身
を
劉
邦
に
な
ぞ
ら
え
た
と
論

じ
た
。
秦
か
ら
漢
へ
の
王
朝
交
替
は
史
実
だ
か
ら
、
こ
れ
を
援
用
す
れ
ば
、
天
武
軍
の
勝
利
の
必
然
が
演
出
で
き
る
。
坂
本
自
身

は
当
該
比
擬
の
論
拠
を
提
示
し
な
い
け
れ
ど
、
後
続
の
研
究
が
そ
の
徴
証
と
し
て
、
つ
ぎ
の
壬
申
紀
元
年
七
月
甲
午
条
を
挙
げ

る
。

近
江
別
将
田
辺
小
隅
…
…
劇
入
営
中
。
則
畏
己
卒
与
足
摩
侶
衆
難
別
、以
毎
人
令
言
金ヽ
。
仍
抜
刀
而
殴
之
、非
言
金ヽ
乃
斬
耳
。

於
是
足
摩
侶
衆
悉
乱
之
、
事
忽
起
不
知
所
為
。
唯
足
摩
侶
聡
知
之
、
独
言
金ヽ
以
僅
得
免
（
近
江
の
別
将
田
辺
小
隅
…
…
劇に
わ
か

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）
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に
営
中
に
入
る
。
則
ち
己
卒
と
足
摩
侶
の
衆
と
別
ち
難
き
を
畏
れ
、
以
て
人
毎ご
と

に
金ヽ
を
言
わ
し
む
。
仍
て
刀
を
抜
き
て
之

を
殴う

ち
、
金ヽ
を
言
う
に
非
ざ
れ
ば
乃
ち
斬
る
の
み
。
是
に
於
て
足
摩
侶
の
衆
悉
く
乱
れ
、
事
忽
ち
起
り
為
す
所
を
知
ら
ず
。

唯
だ
足
摩
侶
は
聡
知
た
り
、
独
り
金ヽ
を
言
い
以
て
僅
に
免
る
る
を
得
た
り
）。 

近
江
軍
の
田
辺
小
隅
が
「
金
」
の
合
言
葉
を
も
っ
て
、
天
武
軍
の
田
中
足
麻
呂
の
軍
兵
と
区
別
し
た
と
い
う
。「
金
」
は
文
字
ど

お
り
金
徳
を
想
起
さ
せ
る
。

こ
こ
で
秦
金
徳
説
に
ふ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
赤
帝
の
子
た
る
劉
邦
が
白
帝
の
子
が
化
け
た
大
蛇
を
斬
っ
た
、と
い
う
説
話
が『
史

記
』
高
祖
本
紀
と
『
漢
書
』
高
帝
紀
と
に
見
え
る
。
五
行
説
で
は
金
徳
の
色
は
白
、
相
勝
説
に
よ
れ
ば
火
は
金
に
勝
つ
。
つ
ま

り
く
だ
ん
の
話
柄
は
、
漢
火
が
秦
金
に
勝
利
し
た
こ
と
を
予
言
し
た
と
読
め
る
の
で
あ
る
。
始
皇
帝
は
水
徳
を
自
認
し
た
が
、

漢
代
に
秦
を
金
徳
と
見
な
し
相
勝
説
に
よ
っ
て
漢
の
統
治
の
正
統
性
を
説
く
ロ
ジ
ッ
ク
が
あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
。

上
掲
壬
申
紀
の
「
金
」
が
秦
の
金
徳
を
意
味
す
る
と
考
え
れ
ば
、
は
な
し
の
筋
道
は
も
う
明
瞭
だ
ろ
う
。
坂
本
が
見
立
て
た

よ
う
に
、「
近
江
朝
＝
秦
＝
金
徳
」
か
ら
「
天
武
朝
＝
漢
＝
火
徳
」
へ
と
い
う
政
権
移
行
の
必
然
が
容
易
に
読
み
と
れ
る
。
す
な

わ
ち
天
武
の
意
図
は
、
五
行
相
勝
説
に
依
拠
し
た
自
家
の
正
統
化
に
あ
っ
た
と
結
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
つ
じ
つ

ま
は
合
う
。
状
況
証
拠
で
は
あ
る
が
文
献
的
徴
証
を
挙
げ
て
、
天
武
の
意
図
を
き
れ
い
に
説
明
し
て
い
る
。
い
ま
こ
れ
に
異
論

も
な
く
、
問
題
は
落
着
し
た
か
に
見
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
推
定
に
は
一
つ
難
点
が
あ
る
。
漢
の
火
徳
を
説
く
ば
あ
い
、
ふ
つ
う
相
勝
説
で
は
な
く
相
生
説
に
も
と
づ
く

か
ら
だ
。
そ
も
そ
も
漢
の
火
徳
を
説
く
た
め
に
相
生
説
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
天
武
が
相
勝
説
に
よ
っ

た
と
す
る
通
解
は
、
こ
の
齟
齬
を
見
過
ご
し
て
い
る
。
天
武
が
漢
火
を
自
認
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
相
生
説
の
立
場
か
ら

正
統
化
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
組
み
立
て
た
は
ず
だ
。
じ
つ
は
火
徳
た
る
天
武
軍
の
勝
利
は
、
相
生
説
か
ら
も
み
ち
び
け
る
。
本
稿
は
、
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天
武
が
依
拠
し
た
で
あ
ろ
う
、
相
生
説
に
よ
る
正
統
化
の
論
理
を
提
示
す
る
。

二　

漢
火
徳
説
に
つ
い
て

本
題
に
入
る
ま
え
に
、
漢
火
徳
説
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
略
説
し
て
お
く
。

漢
が
火
徳
で
あ
る
と
確
定
し
た
の
は
、
後
漢
の
建
武
二
年
（
後
二
六
）
で
あ
る
。『
漢
書
』
郊
祀
志
の
賛
注
に
「
鄧
展
曰
、
向

父
子
雖
有
此
議
、
時
不
施
行
、
至
光
武
建
武
二
年
、
乃
用
火
徳
、
色
尚
赤
耳
（
鄧
展
曰
く
、
向
父
子
に
此
の
議
有
る
と
雖
も
、

時
に
施
行
せ
ず
、
光
武
の
建
武
二
年
に
至
り
、
乃
ち
火
徳
を
用
い
、
色
は
赤
を
尚
ぶ
の
み
、
と
）」
と
あ
る
。
鄧
展
は
後
漢
末
か

ら
曹
魏
に
か
け
て
の
人
、「
向
父
子
」
は
前
漢
末
の
劉
向
・
劉
歆
の
父
子
。
劉
宋
に
成
っ
た
范
曄
『
後
漢
書
』
の
光
武
帝
紀
建
武

二
年
正
月
壬
子
条
に
も
「
始
正
火
徳
、
色
尚
赤
（
始
め
て
火
徳
に
正
し
、
色
は
赤
を
尚
ぶ
）」
と
あ
る
。
漢
火
徳
説
が
い
つ
ご
ろ

か
ら
あ
っ
た
か
は
議
論
が
あ
る
け
れ
ど
、
確
定
し
た
の
が
後
漢
初
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。

こ
の
漢
火
徳
説
を
唱
え
た
の
は
、
鄧
展
も
い
う
よ
う
に
、
劉
向
・
劉
歆
の
父
子
で
あ
る
。
劉
邦
は
自
家
が
い
ず
れ
の
徳
で
あ

る
か
、
は
っ
き
り
決
め
な
か
っ
た
ら
し
く
、
よ
う
や
く
文
帝
十
四
年
（
前
一
六
六
）
に
、
水
徳
か
土
徳
か
の
論
争
が
あ
っ
た
（『
史

記
』
孝
文
本
紀
ほ
か
）。
両
説
の
相
違
は
、
始
皇
帝
が
自
認
し
た
秦
の
水
徳
を
み
と
め
る
か
否
か
に
あ
る
よ
う
で
、
張
蒼
は
み
と

め
ず
周
の
火
徳
を
継
ぐ
漢
水
徳
説
を
、
公
孫
臣
・
賈
誼
は
秦
の
水
徳
を
継
ぐ
漢
土
徳
説
を
、
そ
れ
ぞ
れ
主
張
し
た
。
こ
こ
で
は

始
皇
帝
を
ふ
く
め
か
れ
ら
が
周
の
火
徳
を
前
提
に
し
て
い
る
点
、
し
た
が
っ
て
漢
の
火
徳
が
ま
っ
た
く
話
題
に
な
っ
て
い
な
い

点
、
か
れ
ら
の
主
張
が
み
な
相
勝
説
に
よ
る
点
、
以
上
三
点
を
確
認
し
て
お
く
。
相
勝
説
は
土
木
金
火
水
の
順
で
あ
る
。
こ
れ

が
当
時
の
常
識
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
争
は
武
帝
の
と
き
土
徳
説
が
勝
利
し
た
。

つ
い
で
劉
向
父
子
の
漢
火
徳
説
が
登
場
す
る
。『
漢
書
』
郊
祀
志
の
賛
に
か
く
あ
る
。

（
5
）
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劉
向
父
子
以
為
、
帝
出
於
震
、
故
包
羲
氏
始
受
木
徳
、
其
後
以
母
伝
子
、
終
而
復
始
、
自
神
農
・
黄
帝
下
歴
唐
虞
三
代
而

漢
得
火
焉
（
劉
向
父
子
以お
も
え為
ら
く
、
帝
は
震
よ
り
出
ず
、
故
え
に
包
羲
氏
始
め
て
木
徳
を
受
け
、
其
の
後
ち
母
を
以
て
子

に
伝
え
、
終
え
て
始
め
に
復か
え

り
、
神
農
・
黄
帝
よ
り
下
は
唐
虞
三
代
を
歴
て
漢
火
を
得
る
な
り
、
と
）。

劉
向
父
子
が
提
起
し
た
の
は
、
包
羲
（
伏
羲
）
の
木
徳
か
ら
漢
の
火
徳
に
い
た
る
、「
以
母
伝
子
、
終
而
復
始
」
の
相
生
的
な
王

朝
交
替
の
理
論
で
あ
っ
た
。
五
行
相
生
の
考
え
自
体
は
戦
国
時
代
に
す
で
に
あ
っ
た
け
れ
ど
、
こ
れ
に
も
と
づ
き
漢
の
火
徳
を

説
い
た
の
は
劉
向
父
子
に
は
じ
ま
る
。

劉
向
父
子
の
ア
イ
デ
ア
が
那
辺
か
ら
発
し
た
か
詳
ら
か
で
な
い
。
た
だ
堯
と
の
関
聯
は
行
論
の
便
宜
、
述
べ
て
お
く
。
劉
邦

の
先
祖
が
堯
で
あ
る
と
す
る
説
が
あ
る
。
劉
向
が
さ
か
ん
に
唱
え
た
ら
し
い
。『
漢
書
』
高
帝
紀
の
賛
も
劉
向
説
を
引
い
て
「
漢

帝
本
系
、
出
自
唐
帝
（
漢
帝
の
本
系
は
、
唐
帝
よ
り
出
ず
）」
と
い
う
。「
唐
帝
」
と
は
唐
の
地
に
封
ぜ
ら
れ
た
と
さ
れ
る
堯
の

こ
と
。
こ
の
説
は
『
史
記
』
に
見
え
な
い
が
、
武
帝
の
つ
ぎ
の
昭
帝
の
と
き
、
董
仲
舒
の
弟
子
筋
の

弘
が
「
漢
家
堯
後
」
の

説
を
上
奏
し
た
と
『
漢
書
』

弘
伝
に
あ
る
。
こ
れ
が
漢
家
堯
後
説
の
史
料
初
出
で
あ
る
。
堯
か
ら
劉
邦
へ
と
つ
な
ぐ
ロ
ジ
ッ

ク
を
案
出
す
る
過
程
で
、
相
勝
で
は
な
く
相
生
に
よ
る
五
徳
の
循
環
に
着
目
し
た
と
い
う
推
測
は
可
能
だ
ろ
う
。

後
漢
王
朝
は
劉
向
ら
の
説
を
採
用
し
、
漢
火
を
起
点
に
遡
及
し
て
歴
代
の
運
次
を
さ
だ
め
た
。
そ
の
五
徳
の
遷
移
は
『
漢
書
』

律
暦
志
の
「
世
経
」
に
見
え
る
。
三
皇
五
帝
か
ら
漢
ま
で
に
順
次
五
徳
を
割
り
当
て
る
が
、
こ
れ
が
相
生
の
木
火
土
金
水
の
次
序

で
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
た
い
。
紙
幅
の
こ
と
も
あ
る
の
で
詳
述
は
せ
ず
、
ポ
イ
ン
ト
だ
け
引
用
し
よ
う
。「
武
王
、
書
経
牧
誓

武
王
伐
商
紂
。
水
生
木
、
故
為
木
徳
（
武
王
、
書
経
の
牧
誓
に
武
王
商
の
紂
を
伐
つ
。
水
は
木
を
生
ず
、
故
え
に
木
徳
と
為
す
）」

と
あ
り
、
つ
い
で
「
漢
高
祖
皇
帝
、
著
紀
、
伐
秦
継
周
。
木
生
火
、
故
為
火
徳
（
漢
の
高
祖
皇
帝
、
紀
に
著つ

く
に
、
秦
を
伐
ち

周
を
継
ぐ
。
木
は
火
を
生
ず
、
故
え
に
火
徳
と
為
す
）」
と
あ
る
。
漢
火
は
周
木
を
継
承
し
た
の
で
あ
り
、
秦
は
閏
位
と
し
て
正

（
6
）

（
7
）
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統
王
朝
か
ら
除
外
さ
れ
た
。
重
要
な
の
は
、
後
漢
以
後
の
歴
代
王
朝
も
律
暦
志
の
こ
の
相
生
的
な
五
徳
の
転
移
に
し
た
が
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

以
上
は
比
較
的
分
か
り
や
す
い
話
で
あ
っ
た
が
、
漢
火
徳
説
に
関
し
て
は
避
け
て
と
お
れ
な
い
問
題
が
あ
る
。
上
述
の
劉
邦

斬
蛇
の
説
話
を
ど
う
解
釈
す
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。
該
話
は
『
史
記
』
高
祖
本
紀
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
前
漢
の
武

帝
期
に
相
勝
説
に
よ
る
漢
火
徳
説
が
あ
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
劉
向
ら
の
相
生
的
な
漢
火
徳
説
に
い
た
る
上
述
の

史
事
と
矛
盾
す
る
。
文
帝
十
四
年
の
論
争
で
も
赤
帝
云
々
の
こ
と
は
ま
っ
た
く
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
矛
盾
を
め
ぐ
っ

て
、
中
国
で
は
後
漢
末
の
応
劭
か
ら
議
論
が
あ
る
し
、
日
本
で
も
大
正
末
か
ら
論
争
が
あ
る
。
妙
案
は
い
ま
だ
な
い
。

た
だ
し
論
争
の
帰
趨
は
本
稿
の
主
題
に
ほ
と
ん
ど
影
響
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
後
漢
初
で
確
定
し
た
相
生
的

な
漢
火
徳
説
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
漢
火
だ
け
で
は
な
い
。
三
皇
五
帝
か
ら
漢
ま
で
歴
代
の
、
相
生
説
に
も
と

づ
く
運
次
が
『
漢
書
』
律
暦
志
に
ま
と
め
ら
れ
、
こ
れ
が
後
世
の
基
準
に
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
『
漢
書
』
そ
の
書
が
相
生
的
な

漢
火
徳
説
を
前
提
に
書
か
れ
て
い
る
。『
漢
書
』
高
帝
紀
の
賛
が
、
漢
家
堯
後
説
を
述
べ
た
あ
と
「
由
是
推
之
、
漢
承
堯
運
、
徳

祚
已
盛
、
断
蛇
著
符
、
旗
幟
上
赤
、
協
于
火
徳
、
自
然
之
応
、
得
天
統
矣
（
是
れ
に
由
り
之
れ
を
推
す
に
、
漢
は
堯
の
運
を
承
け
、

徳
祚
は
已
に
盛
ん
、
蛇
を
断
ち
符
を
著
わ
し
、
旗
幟
は
赤
を
上た
っ
と

び
、
火
徳
に
協か
な

い
、
自
然
之
れ
応
じ
、
天
統
を
得
る
な
り
）」
と

い
い
、
同
書
郊
祀
志
の
賛
が
上
引
の
文
に
つ
づ
け
て
「
故
高
祖
始
起
、
神
母
夜
号
、
著
赤
帝
之
符
、
旗
章
遂
赤
、
自
得
天
統
矣
（
故

え
に
高
祖
始
め
て
起
つ
に
、神
母
夜
に
号な

き
、赤
帝
の
符
を
著
わ
し
、旗
章
遂
に
赤
く
、自み
ず
か

ら
天
統
を
得
る
な
り
）」
と
い
う
の
は
、

撰
者
班
固
の
み
な
ら
ず
後
漢
王
朝
の
公
式
見
解
で
あ
る
。
も
と
相
勝
的
な
劉
邦
斬
蛇
の
説
話
は
、
相
生
的
な
漢
火
徳
説
に
吸
収

さ
れ
て
い
る
。
相
勝
か
ら
相
生
へ
、
説
明
の
便
宜
に
し
た
が
い
変
更
さ
れ
た
の
だ
。

（
8
）

（
9
）
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三　

天
武
の
正
統
化
の
論
理

よ
う
や
く
本
題
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ
た
し
は
「
天
智
と
周
公
」（
未
発
表
）
な
る
小
文
で
、
天
智
が
政
策
の
典
拠
を
周

公
の
故
事
に
も
と
め
た
こ
と
を
論
じ
た
。
周
公
は
武
王
の
実
弟
で
あ
り
、
武
王
歿
後
の
周
初
の
政
権
を
に
な
い
、
儒
家
が
理
想

と
す
る
統
治
を
実
現
し
た
聖
人
で
あ
る
。
天
智
は
自
身
を
周
公
に
比
擬
し
そ
の
事
績
を
援
用
す
る
こ
と
で
、
自
身
に
天
命
が
所

在
す
る
と
、
つ
ま
り
受
命
の
証
明
を
企
図
し
た
と
推
さ
れ
る
。

さ
き
に
引
用
し
た
『
漢
書
』
律
暦
志
「
世
経
」
の
文
章
を
思
い
出
さ
れ
た
い
。
劉
向
に
は
じ
ま
る
漢
火
徳
説
に
し
た
が
え
ば
、

周
は
木
徳
に
さ
だ
ま
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
相
生
説
の
五
行
の
運
次
は
木
火
土
金
水
で
あ
り
、
漢
火
徳
説
は
秦
を
閏
位
と
し
て

正
統
の
列
か
ら
除
く
の
で
、
漢
火
は
周
木
を
継
ぐ
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

劉
邦
に
自
擬
し
火
徳
を
自
認
し
た
天
武
の
意
図
が
那
辺
に
あ
っ
た
か
。
わ
た
し
は
、
近
江
朝
を
木
徳
の
周
に
な
ぞ
ら
え
た
ゆ

え
と
推
定
す
る
。
天
智
は
周
公
た
ら
ん
と
し
た
の
で
あ
り
、
天
智
政
権
は
周
公
政
権
に
み
な
さ
れ
、
上
述
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な

五
徳
の
運
次
に
し
た
が
い
近
江
朝
は
木
徳
と
認
定
で
き
る
。
周
木
を
継
ぐ
の
は
漢
火
で
あ
る
。
天
武
の
意
図
は
も
う
明
ら
か
だ

ろ
う
。
近
江
朝
か
ら
天
武
朝
へ
の
移
行
は
、
周
か
ら
漢
へ
の
相
生
的
な
移
行
に
擬
定
さ
れ
、
か
つ
こ
の
移
行
が
必
然
で
あ
る
と

演
出
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
漢
火
徳
説
は
、
劉
邦
の
祖
を
堯
と
み
と
め
、
漢
を
火
徳
の
堯
を
継
ぐ
も
の
と
位
置
づ
け
る
。
天
武
に

は
劉
邦
だ
け
で
な
く
堯
も
視
野
に
入
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
念
の
た
め
附
言
す
れ
ば
、
近
江
朝
が
周
を
意
識
し
て
い
た
こ
と

は
間
違
い
な
か
ろ
う
が
、木
徳
を
自
認
し
て
い
た
痕
迹
を
わ
た
し
は
見
出
し
て
い
な
い
。
近
江
朝
木
徳
説
は
天
武
に
よ
る
他
認
と
、

い
ま
の
と
こ
ろ
考
え
て
お
く
。

私
見
に
と
っ
て
不
都
合
な
の
は
、
上
引
壬
申
紀
の
「
金
」
の
合
言
葉
で
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
中
臣
金
を
指
す
と

（
10
）

（
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）
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思
し
い
。
す
で
に
そ
の
よ
う
な
推
定
が
あ
る
。
中
臣
金
は
鎌
足
の
従
兄
弟
、
天
智
と
大
友
に
つ
か
え
た
重
臣
で
あ
り
、
壬
申
の

乱
後
に
処
刑
さ
れ
た
。
近
江
朝
の
重
臣
で
極
刑
に
処
せ
ら
れ
た
の
は
中
臣
金
た
だ
一
人
だ
が
、
こ
の
処
断
は
か
れ
が
主
戦
論
者

で
あ
っ
た
ゆ
え
と
す
る
の
が
通
解
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
合
言
葉
を
使
っ
た
田
辺
小
隅
軍
の
田
辺
氏
は
中
臣
氏
と
関
係
が
ふ
か
い
。

倉
本
一
宏
は
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
合
言
葉
の
「
金
」
は
金
徳
で
は
な
く
中
臣
金
を
指
す
と
推
定
し
た
。
わ
た
し
は
倉
本
説
を
支
持

す
る
。
そ
も
そ
も
後
漢
以
降
、
相
生
説
が
標
準
な
の
だ
か
ら
、
相
勝
説
に
も
と
づ
く
立
論
を
天
武
が
し
た
と
は
と
て
も
考
え
ら

れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
近
江
朝
を
金
徳
と
す
る
論
法
は
あ
り
え
な
い
。

以
上
、
壬
申
の
乱
で
天
武
軍
が
赤
色
を
旗
印
に
戦
っ
た
意
図
に
つ
い
て
、
私
見
を
述
べ
た
。
専
家
の
批
正
を
乞
う
。

注（
1
）　

井
上
通
泰
「
天
武
天
皇
闡
幽
」（『
井
上
通
泰
上
代
関
係
著
作
集
』
九
、
秀
英
書
房
、
一
九
八
六
年
。
初
出
一
九
二
九
年
）、
直
木
孝
次

郎
「
持
統
天
皇
と
呂
太
后
」（『
飛
鳥
奈
良
時
代
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
七
五
年
。
初
出
一
九
六
四
年
）
な
ど
。
通
説
の
ほ
か
、
天
武

が
周
の
武
王
を
自
認
し
た
と
の
説
も
あ
る
。
広
畑
輔
雄
『
万
世
一
系
王
朝
の
始
祖
神
武
天
皇
の
伝
説
』（
風
間
書
房
、
一
九
九
三
年
）

一
九
七
〜
二
〇
〇
・
三
二
一
〜
三
二
四
頁
は
、
通
説
を
み
と
め
な
が
ら
、
お
な
じ
火
徳
の
周
武
を
も
天
武
は
尊
ん
だ
と
す
る
（
と
く
に

二
〇
〇
頁
参
照
）。
広
畑
に
は
、
神
武
が
天
武
を
モ
デ
ル
に
造
形
さ
れ
、
か
つ
両
者
は
周
武
に
擬
さ
れ
て
い
る
と
の
構
想
が
あ
る
。
矢
作

武
「
天
武
紀
と
そ
の
周
辺

―
道
教
・
緯
書
に
関
連
し
て
」（
和
漢
比
較
文
学
会
編
『
上
代
文
学
と
漢
文
学
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
六
年
）

一
三
四
頁
も
、
天
武
の
赤
色
重
視
は
周
の
祥
瑞
に
由
来
す
る
と
し
、
広
畑
説
と
ほ
ぼ
お
な
じ
。
し
か
し
漢
火
徳
説
と
周
火
徳
説
と
は
両

立
し
な
い
。
吉
川
真
司
「
天
皇
と
赤
幡
」（『
万
葉
集
研
究
』
第
三
〇
集
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、
通
説
と
ま
っ
た
く
異
な
る
視
点
か
ら
当

該
の
問
題
を
論
じ
る
。
吉
川
に
よ
れ
ば
、
天
武
が
赤
を
選
択
し
た
の
は
、
赤
色
の
呪
術
性
の
ほ
か
中
国
南
朝
か
ら
下
賜
さ
れ
た
「
節
」

の
赤
色
に
由
来
す
る
と
い
う
。
興
味
ぶ
か
い
仮
説
で
あ
り
、
稀
少
な
検
討
作
業
の
労
を
多
と
し
た
い
。
た
だ
天
武
が
陰
陽
五
行
や
天
文

術
数
の
素
養
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
わ
た
し
は
通
説
に
よ
り
説
得
力
を
感
じ
る
。
く
だ
ん
の
素
養
に
つ
い
て
は
、『
書
紀
』

に
記
述
が
あ
り
ま
ず
間
違
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
天
武
の
即
位
前
紀
に
「
能
天
文

甲
」
と
あ
る
。
天
文
と
は
天
体
の
運
行
に
関
聯
す

る
学
術
一
般
、
甲
と
は
占
術
の
一
つ
で
式
盤
あ
る
い
は

な
る
簡
便
な
器
具
を
つ
か
う
。
猪
野
毅
「
奇
門

甲
の
基
礎
的
研
究
」（『
北

（
12
）
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海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
論
集
』
第
一
〇
号
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。
後
者
の
実
践
例
が
壬
申
紀
に
見
え
る
。
天
武
元
年
六

月
甲
申
条
に
「
将
及
横
河
、
有
黒
雲
、
広
十
餘
丈
経
天
。
時
天
皇
異
之
、
則
挙
燭
親
秉
式
、
占
曰
、
天
下
両
分
之
祥
也
、
然
朕
遂
得
天

下
歟
」と
あ
る
。
吉
野
を
脱
出
し
て
横
河
に
到
っ
た
と
き
、広
さ
十
餘
丈
の
黒
雲
が
天
空
を
覆
っ
た
。
天
武
み
ず
か
ら
式（
式
盤
）を
と
っ

て
占
い
自
軍
の
勝
利
を
予
言
し
た
と
い
う
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
即
位
後
の
天
武
四
年
正
月
庚
戌
条
に
「
始
興
占
星
台
」
と
あ
る
。
天

体
の
運
行
が
地
上
の
執
政
と
不
可
分
と
考
え
ら
れ
た
当
時
、
天
体
観
測
は
た
ん
な
る
観
測
で
は
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
天
文
現
象
が
暗
示

す
る
徴
証
を
陰
陽
五
行
説
な
ど
に
よ
り
解
読
し
政
権
の
将
来
を
占
っ
た
。
赤
色
を
選
択
し
た
人
物
が
こ
の
よ
う
な
知
識
の
持
ち
主
だ
と

い
う
点
は
無
視
で
き
な
い
と
考
え
る
。
な
お
、
吉
川
論
文
を
継
承
し
た
成
果
と
し
て
、
小
川
宏
和
「
赤
幡
考

―
日
本
古
代
に
お
け
る

赤
色
の
機
能
に
つ
い
て
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
二
一
八
集
、
二
〇
一
九
年
）
も
あ
る
が
、
天
武
の
赤
色
選
択
の
問

題
に
は
関
説
し
て
い
な
い
。

（
2
）　

劉
邦
へ
の
比
擬
は
天
武
の
自
認
と
す
る
通
説
を
批
判
し
、『
書
紀
』
撰
者
の
文
飾
と
す
る
丸
山
理
「「
壬
申
紀
」
史
料
批
判

―
正
統

の
断
絶
と
連
続
の
論
理
」（『
千
葉
史
学
』
第
一
四
号
、
一
九
八
九
年
）
も
あ
る
（
と
く
に
注
45
参
照
）。
た
だ
最
近
、
中
野
謙
一
「
壬
申

紀
述
作
に
お
け
る
漢
籍
利
用

―
大
伴
吹
負
挙
兵
記
事
を
中
心
に
」（『
古
事
記
年
報
』
六
二
号
、
二
〇
二
〇
年
）
が
、『
書
紀
』
撰
者
が

天
武
を
劉
邦
に
擬
す
る
証
左
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
（
四
九
〜
五
二
頁
）、
丸
山
説
は
分
が
悪
く
な
っ
た
。

（
3
）　

坂
本
太
郎
『
日
本
全
史
』
第
二
巻
（
古
代
Ⅰ
）（『
坂
本
太
郎
著
作
集
』
第
一
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
。
初
版
一
九
六
〇
年
）

一
一
一
〜
一
一
二
頁
注
8
。
亀
井
輝
一
郎
「
近
江
遷
都
と
壬
申
の
乱
」（『
日
本
書
紀
研
究
』
第
二
二
冊
、
一
九
九
九
年
）
は
、
天
智
が

自
身
を
水
徳
の
始
皇
帝
に
な
ぞ
ら
え
た
と
推
測
す
る
（
一
五
〜
一
七
頁
）。
亀
井
説
は
成
り
立
ち
が
た
い
。
そ
も
そ
も
論
拠
が
薄
弱
な
う

え
、
な
に
よ
り
天
智
が
焚
書
坑
儒
を
強
行
し
た
人
物
に
自
身
を
擬
す
る
な
ど
あ
り
え
よ
う
か
。
天
智
は
南
淵
請
安
に
師
事
し
た
儒
学
の

徒
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。
ま
た
水
徳
か
ら
火
徳
へ
の
移
行
は
相
勝
説
で
も
相
生
説
で
も
説
明
で
き
な
い
。

（
4
）　

西
嶋
定
生
「
草
薙
剣
と
斬
蛇
剣
」（『
西
嶋
定
生
東
ア
ジ
ア
史
論
集
』
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
。
初
出
一
九
七
七
年
）

三
五
六
頁
、
丸
山
理
「「
壬
申
紀
」
史
料
批
判

―
正
統
の
断
絶
と
連
続
の
論
理
」（
前
掲
）
二
六
頁
、
加
藤
洋
子
「
天
武
天
皇
の
出
自

と
神
格
化
に
つ
い
て
」（『
日
本
書
紀
研
究
』
第
一
八
冊
、
一
九
九
二
年
）
二
二
頁
、
渡
瀬
昌
忠
「
漢
王
朝
と
天
武
朝
の
「
天
漢
」」（『
渡

瀬
昌
忠
著
作
集
』
第
四
巻
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
二
年
。
初
出
一
九
九
四
年
）
四
三
〜
四
四
頁
な
ど
。
な
お
西
嶋
論
文
は
、
金
徳
を
近

江
朝
の
自
認
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
、
文
意
が
や
や
明
瞭
で
な
い
。
渡
瀬
論
文
は
、「
執
筆
者
に
火
徳
と
金
徳
と
の
対
比
の
意
識

が
あ
っ
た
こ
と
も
窺
わ
れ
る
」（
四
四
頁
）
と
述
べ
る
の
で
、
丸
山
論
文
と
と
も
に
、
近
江
朝
金
徳
説
を
『
書
紀
』
撰
者
の
認
定
と
考
え

て
い
る
の
か
、
こ
れ
も
明
快
で
は
な
い
。『
書
紀
』
撰
者
に
そ
の
よ
う
な
構
想
の
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
中
野
謙
一
「
壬
申
紀
述
作
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に
お
け
る
漢
籍
利
用

―
大
伴
吹
負
挙
兵
記
事
を
中
心
に
」（
前
掲
）
五
〇
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
天
武
の
認
定
、
近
江
朝
の
認
定
、『
書

紀
』
撰
者
の
認
定
は
、そ
れ
ぞ
れ
区
別
し
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
が
、論
文
に
よ
っ
て
は
混
同
す
る
傾
向
が
見
う
け
ら
れ
る
。

（
5
）　

狩
野
直
喜
「
五
行
の
排
列
と
五
帝
徳
に
就
い
て
」（『
読
書
籑
餘
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
〇
年
。
初
出
一
九
三
二
年
）、
同
「
同
続
編
」

（
同
前
書
。
初
出
一
九
三
五
年
）、
顧
頡
剛
「
五
徳
終
始
説
下
政
治
和
歴
史
」（
顧
頡
剛
編
著
『
古
史
辨
』
第
五
冊
、
北
平
樸
社
、

一
八
三
五
年
。
海
南
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
。

（
6
）　

狩
野
直
喜
「
五
行
の
排
列
と
五
帝
徳
に
就
い
て　

続
編
」（
前
掲
）
八
七
頁
は
「
私
の
考
で
は
劉
向
の
時
代
に
一
方
で
は
漢
が
堯
の
後

で
あ
る
と
云
ふ
話
が
盛
に
行
は
れ
、
そ
れ
か
ら
又
赤
帝
の
子
云
々
の
話
か
ら
漢
は
火
徳
で
あ
る
と
い
ふ
説
が
混
合
し
て
来
た
と
思
ふ
。

そ
う
な
る
と
是
迄
の
鄒
衍
流
の
相
勝
説
に
よ
っ
て
運
次
を
列
ぶ
る
と
工
合
が
悪
い
。
之
に
反
し
月
令
の
順
序
（
＝
相
生
説
の
順
序
。
池

田
注
）
で
周
木
か
ら
上
に
溯
る
と
堯
が
火
徳
と
な
り
、
周
木
か
ら
秦
を
除
い
て
直
ち
に
漢
に
連
接
す
る
も
の
と
考
ふ
れ
ば
、
漢
も
亦
火

徳
と
な
る
訳
で
非
常
に
都
合
が
よ
い
の
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
る
。「
赤
帝
の
子
云
々
の
話
」
と
は
、上
述
の
劉
邦
斬
蛇
の
説
話
の
こ
と
。

（
7
）　

能
田
忠
亮
・
藪
内
清
『
漢
書
律
暦
志
の
研
究
』（
全
国
書
房
、
一
九
四
七
年
。
臨
川
書
店
、
一
九
七
九
年
覆
刻
）
一
三
七
〜

一
三
八
・
二
八
三
頁
。

（
8
）　

影
山
輝
国
「「
史
記
」
中
の
「
赤
帝
の
子
、白
帝
の
子
を
斬
る
」
の
記
事
に
つ
い
て
」（
竹
田
晃
先
生
退
官
記
念
『
東
ア
ジ
ア
文
化
論
叢
』

汲
古
書
院
、
一
九
九
一
年
）
五
二
〜
五
五
頁
に
諸
説
の
整
理
あ
り
。
影
山
論
文
以
降
で
は
、
工
藤
卓
司
「
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
『
趙

正
書
』
に
お
け
る
「
秦
」
叙
述
」（『
中
国
研
究
集
刊
』
果
号
、
二
〇
一
七
年
）
が
、「
秦
＝
白
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
「
少
な
く
と
も
『
史
記
』

以
前
に
存
し
た
こ
と
は
確
か
」
と
述
べ
る
（
一
九
七
頁
）。『
趙
正
書
』
は
、
二
〇
〇
九
年
に
北
京
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
、
前
漢
武
帝
期

ご
ろ
（
遅
く
と
も
宣
帝
期
を
下
ら
ず
）
の
竹
簡
群
の
一
篇
。「
趙
正
」
と
は
秦
始
皇
帝
。
全
五
十
二
枚
の
簡
に
秦
王
趙
正
の
死
の
直
前
か

ら
秦
の
滅
亡
ま
で
の
物
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
始
皇
帝
病
歿
前
後
の
記
述
に
見
え
る
「
白
人
」「
白
泉
」
な
る
地
名
に
、「
秦

＝
白
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
投
影
が
あ
る
の
で
は
と
、
工
藤
は
論
じ
る
。
興
味
ぶ
か
い
指
摘
だ
が
、
そ
の
是
非
は
何
と
も
い
え
な
い
。

（
9
）　

板
野
長
八
「
班
固
の
漢
王
朝
神
話
」（『
儒
教
成
立
史
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
。
初
出
一
九
八
〇
年
）。
な
お
『
漢
書
』
は

建
初
八
年
（
後
八
三
）
ご
ろ
の
成
書
と
す
る
の
が
通
説
で
、
少
な
く
と
も
班
固
（
後
三
二
〜
九
二
）
の
死
の
段
階
で
八
表
・
天
文
志
以

外
は
完
成
し
て
い
た
ら
し
い
。

（
10
）　

吉
野
裕
子
「
五
徳
終
始
説
と
白
鳳
期
の
皇
位
継
承
」（『
持
統
天
皇

―
日
本
古
代
帝
王
の
呪
術
』
人
文
書
院
、
一
九
八
七
年
。
初
出

一
九
七
六
年
）
九
〇
〜
一
〇
一
頁
も
、
天
智
朝
木
徳
説
を
主
張
し
て
い
る
が
、
論
拠
薄
弱
と
い
う
ほ
か
な
い
。

（
11
）　

倉
本
一
宏
『
戦
争
の
日
本
史
二　

壬
申
の
乱
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）
一
三
三
頁
が
、「
天
智
の
正
統
な
後
継
者
を
自
認
し
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て
い
た
は
ず
の
大
海
人
が
、
自
身
を
農
民
出
身
の
高
祖
に
擬
し
た
の
か
ど
う
か
」
と
い
い
、
通
説
に
疑
義
を
呈
す
る
口
吻
で
あ
る
。
し

か
し
劉
邦
は
堯
の
子
孫
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
倉
本
の
疑
義
は
当
た
ら
な
い
。

（
12
）　

倉
本
一
宏
『
戦
争
の
日
本
史
二　

壬
申
の
乱
』（
前
掲
）
一
五
二
・
一
九
六
頁
。
遠
山
美
都
男
『
壬
申
の
乱
』（
中
央
公
論
社
、

一
九
九
六
年
）
二
一
八
〜
二
二
〇
頁
は
、
自
軍
の
重
臣
の
諱
を
呼
ぶ
の
は
避
け
た
は
ず
と
考
え
中
臣
金
説
を
し
り
ぞ
け
る
。
そ
し
て
亀

井
輝
一
郎
「
近
江
遷
都
と
壬
申
の
乱
」（
前
掲
）
を
参
考
に
、「
金
」
は
金
徳
を
示
す
も
の
の
こ
れ
は
『
書
紀
』
撰
者
の
改
変
で
、
実
際

の
合
言
葉
は
水
徳
を
表
す
「
水
」
で
あ
っ
た
と
す
る
。
く
だ
ん
の
「
金
」
を
あ
く
ま
で
五
徳
に
比
定
す
る
推
定
だ
が
、
わ
た
し
に
は
恣

意
的
な
史
料
解
釈
に
し
か
思
え
な
い
。
西
郷
信
綱
『
壬
申
紀
を
読
む
』（
平
凡
社
、一
九
九
三
年
）
一
七
三
頁
は
、「
む
ろ
ん
金
属
の
い
い
」

と
述
べ
る
。
た
だ
根
拠
の
提
示
は
ま
っ
た
く
な
い
。




